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論文内容の要旨
【目的】肝動脈塞栓術は肝細胞癌を始めとする肝腫槙に対する有効な治療法として広く行われているが，
lE常肝組織に及ぼす種々の影響について論議もなされている。そこで.肝動脈塞栓の正常肝血流に与える
影響を評価するため，ラット肝を用いその微小循環の変化をinvivo microscopyを用いて定量的に評価し
検討を行う。
【方法】 S-Dラット42匹を用いた。 A群;肝動脈結繋群 (n=10)• B群;ゼラチン・スポンジ・パウダ
ーCGSP)による肝動脈寒栓群 (n:;10)， C群;リピオドール (0.1.0.2. 0.4， mi!同〉の動注群 (n:;l1)， 
D群;リピオドールO.lmi!kg+GSP併用肝動脈塞栓群 (n=l1)の 4群を作製し以下の検討をした。肝
動脈結紫，肝動注，肝動脈塞栓前後で，各群の類洞への流入門脈枝tcrminalportal venules(TPVs) ，類
洞からの流出肝静脈枝terminalhepatic venules(T肝心の血流の速度をinvivo microscopyを用いて測定
しfニ。
【結果]A群ではTPV，THVの血流には変化が見られなかった。 B群ではTPVの血流は有意に低下した
が， THVの自流には変化は見られなかった。 C群のリピオドールO.lmi/kgの肝動注ではTPV，THVの
血流には変化がみられず， リピオドール0.2，O. 41!f /kgの肝動注ではTPVの血流は有意に低下した
が.THVの血流は変化しなかったの D群ではTPV，THVとも血流は有怠に低下した。
【結論】肝動脈結主主 (A群). GSPによる肝動脈塞栓 (B群).少量のリピオドール肝動注 (C群〉は
肝微小循環の変化は認めなかったが.多量のリピオドール肝動注 (C群)はTPVの血流を低下させた。
-)j， GSPとリピオドールを併用した肝動脈塞栓 (D群)は肝微小循環の血流が有意に低下し，正常肝
組織への影響が大きいものと考えられた。
論文審査の結果の要旨
肝動脈塞栓術は肝脂協に対する有効な治療法として広く行われているが，正常肝組織の微小循環に及ぼ
す影響について. in vivoでの研究は成されていなし」そこで.肝動脈塞栓の正常肝血流に与える影響
を評価するため.ラット肘を用いその微小循環の変化を， in vivo microscopyを用いて定量的かっ動的に
観察を行ったο
み研究ではS-Dラット42世を用い.肝動脈結紫群 (n=]O).ゼラチン・スポンジ・パウダー (GSP)に
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よる肝動脈塞栓群 (n乞10)， リピオドール (0.1.O. 2. o. 4mf!kg)の動注群 (n=l1) • リピオドール
O.lmP!kg+GSP併用肝動脈塞栓群 (n=11)の4群を作製した。その4群で， IJ干動脈結紫.sf動脈塞栓
前後での類洞への流入門脈枝terminalportal vcnulc(TPV) .類洞からの流出肝静脈枝terminalhepat ic 
venule(THV)の血流の速度をinvivo microscopyを用いて測定した。
結果1肝動脈結主主群ではTPV，THVの血流には変化が見られなかった。2.GSPによる肝動脈塞栓群では
TPVの血流は有意に低下したが.THVの血流は増加した。 3.リピオドール動注群のリピオドールO.1 
mi!kgではTPV，THVの血流には変化が見られず， リピオドール0.2，O. 4mi!kgではTPVの血流は有
意に低下したが， THVの血流は変化しなかった。 4.リピオドールO.lmi/kg +GSP併用肝動脈塞栓群で
はTPV，THVとも血流は有意に低下した。すなわち，肝動脈結索， GSPによる肝動脈塞栓，少量の 1)ピ
オドール肝動注は肝微小循環に変化を与えなかったが， GSPとリピオドールを併用した肝動脈塞栓は肝
微小循環のIfl流を有意に低下させた。
この結果より臨床でリピオドール併用肝動脈塞栓術を施行する際，正常肝組織へ与える影響を十分考慮
すべきものと考えられた。
以上の研究成果は肝癌に対する肝動脈塞栓療法の効果向上及び副作用軽減をはかる基礎となる研究であ
る。よって本論文は博士(医学)の学位を授与するに値するものと判定された。
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